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岐阜県退職公務員連盟

可児支部広報
令和７年度 第 ６ 号 １２月 ２３日

み の かね やま じょう あと

国史跡 美濃金山城跡を見学

可児支部研修会を、１２月６日(土)に右記 ◆ ９：００ 広見「鈴川」集合
のように実施しました。見学場所は、可児市の 車３台に乗車し出発
国史跡美濃金山城跡です。 ◆ ９：３０ 金山城跡に着き見学
指導講師として、久々利城跡の見学でお世 ◆１１：００ 見学を終え、出発

話になった可児市歴史資産課の松田先生を ◆１１：２０ 広見「鈴川」に到着
招聘いたしました。 ◆１１：３０ 親睦会

年（和暦） 国史跡 美濃金山城跡の出来事
1537(天文６) 斎藤大納言妙春(正義)が烏峰城をつくる
1548(天文17) 正義が久々利城主に討たれ、土岐が留守代に
1565(永禄８) 織田信長が城を奪取し、森可成を城主とする

森可成が金山城とする
1570(元亀元) 宇佐山城の戦いで可成が死去し、長可が城主に
1582(天正10) 長可が川中島に移り、弟の乱丸が城主に

本能寺の変で乱丸が死去し、再び長可が城主に
1584(天正12) 小牧・長久手の戦いで長可が死去し、弟の忠政が城主に
1600(慶長５) 忠政が川中島に移り、犬山城主石川光吉が領有
1601(慶長６) 破城
1615(元和元) 金山村は幕府領から尾張藩領になる
1656(明暦２) 金山村は兼山村と改められた
1953(昭和28) 城跡一帯が国有地から兼山町に払い下げ
1963(昭和38) 美濃金山城跡が兼山町の町史跡に指定
1967(昭和42) 美濃金山城跡が岐阜県史跡に指定 ▲指導講師の松田先生
2005(平成17) 可児市が兼山町と合併 分かりやすく、丁寧に説明し
2006(平成18) 可児市が美濃金山城跡の発掘調査を開始 ていただき、よく理解できまし
2013(平成25) 美濃金山城跡が国史跡に指定 た。ありがとうございました。

▲令和７年度可児支部研修会記念写真 (出丸、美濃金山城おまもりたいの建立した石碑前にて)
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美濃金山城跡
金山城は、標高約277メートルの

古城山の山頂に築かれ、天守台を
山頂に配置し、本丸を中心に二の
丸、三の丸、南腰曲輪、西腰曲輪が
連郭式に配され、天守台北東側に
東腰曲輪と称する一郭があります。
石垣・礎石建物・瓦の使用などに

織田信長・豊臣秀吉の時代にあた
る織豊系城郭の特徴が見られます。
関ヶ原の合戦後、1601年頃に

破城（城の一部を壊し、城の機能を
なくすこと）されましたが、破城後ほ
とんど改変のない状態で約400年
間保たれています。このような織豊
系城郭の特徴が全て見られ、破城
されたまま良好な状態で保存され
ている城郭は東海地方ではあまり
類例がみられません。
平成18年から令和２年にかけ

て、市教育委員会が第９次までにお
よぶ発掘調査を行い、詳細な実態
が明確になってきました。

見学の様子

▲出丸に集合 ▲出丸から可児市を望む

▲杖が準備 ▲急な段を登る
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▲三の丸 ▲二の丸西面石垣

▲破城の説明 ▲「破城の痕跡」説明板

▲説明板 ▲古城山拂下記念碑

▲説明板 ▲枡形虎口
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▲本丸跡

▲本丸跡にて記念写真
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本丸跡から
の眺望

可児支部研修会は、参加者全員が大満足となる会となり、大成功でした。計画立案され、配
車等を担当された皆様に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
今後も、会員の要望をより大切にし、大満足となる研修会を実施していきたいと思います。
ご支援・ご協力よろしくお願い申し上げます。
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資料


